
グループワークのメリット・デメリットを知った上で塾活動に取り組んでほしい。 

◎グループワークのメリット 

○１人ではたどりつかない発想、アイデアが生まれる。 

○自分の視点が明確化される。多角的な視点が得られる。 

→集団思考から問題の改善・解決、提案につながる。 

  仲間意識が生まれ、チームで解決に向けて取り組める。 

  １人１人に話す機会が与えられ、聞いてもらえることで、自分も貢献できたと感じられる。 

  その人のポテンシャルを引き出すきっかけになる。 

◎集団思考の落とし穴 

◆社会的手抜き：集団の人数が多ければ、１人１人の当事者意識が

低下する。 

◆感情的対立：人や物事に対する感情に基づく対立が生じる 

◆声高少数者の影響：声の大きな人や、よく知っている人の意見が

通る。 

◆集団圧力・同調行動：風土や文化が圧力となり自由な発想が抑圧

される。無意識のうちに同調的になる。 

    第６回（９月２８日）政策づくり塾は、京都府立大学大学院の池田さんより、ミニ講義『グループワークのメリットと難

しさ』について講義を受けた後、各活動に分かれグループワークを行いました。 グループワークでは、活発な議論が

交わされ、具体的な活動内容について検討を進めました。 
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第７回活動 

 

グループワークのメリットと難しさ （池田さん） 

  

 各グループに分かれ、具体的な活動内容等について検討を行いました。 

グループワーク・発表 

ＭＡＩＺＵＲＵ ＷＯＲＫＮＯＴＥ 

 【ねらい】舞鶴で働く、暮らすことの魅力を、市内の

高校生に対してＰＲする。 

◆WORKNOTE 
 同塾４期生が企画したWORKNOTEをベースに新しい

ノート（以下を盛り込む）を制作する。 

 ①Ｕ（Ｉ）ターン者の仕事やライフスタイル 

 ②舞鶴に戻って感じた魅力 

 ③舞鶴で働く人の休日の過ごし方 

◆スケジュール 

10月 インタビュー実施 

11月 冊子構成 12月 冊子発行 

1月 市内高校に配布、報告会  

頑張る新米ママたちへ！ 

～ヨーガで繋がる こころ・からだ・なかまの輪～ 

【ねらい】初産婦にリフレッシュや休息できる機会を提

供し、交流機会を設け、コミュニティー形成を図る 

 

◆イベントの開催 

 【内容】 ヨーガ教室 

      ランチ交流会・専門家による相談会 

      託児所の設置（希望者） 

 【対象】 市内在住の子供が３～４カ月の初産婦  

       １０名程度 

 【実施時期】 11月30日（金） 

フォトロゲイニングで巡る田辺城下 

【ねらい】ゲーム感覚で楽しくまち歩きする仕組みづく

りをすることで、地域の魅力発信と観光誘客につな

げる。 

フォトロゲイニング：制限時間内にチェックポイントを

まわり、指定された写真を撮って得点を競う競技。 

 

◆フォトロゲイニング実施 

田辺城下を舞台にイベントを企画 

【実施時期】１２月 

参加者アンケートを実施し、企画の効果や課題を検

証する。 

※塾長のワンポイントアドバイス 

先進事例や既存の取組をしっかりと把握し検証する

こと。関係者との交渉を綿密にすること。 

10月19日（金）18：15～20：15 舞鶴市役所 612会議室  

内容：「ミニ講義、グループワークほか」 

事務局： 舞鶴市 企画政策課 電話：66・1042 ＦＡＸ：62・5099 
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